
(1)

『別

所

記
』
の
虚

構

性

明

一

戦
国
軍
記

『別
所
記
』
（群
書
類
従
所
収
本
で
は

『別
所
長
治
記
』
と
称
す
）
は
、
天
正
八
年
の
羽
柴
秀
吉
に
よ
る
三
木
城
攻
め
の

顛
末
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
伝
本
、
異
本
の
多
さ
は
戦
国
軍
記
の
中
で
も
有
数
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
が

持

つ
特
長
の

一
つ
に
、
敗
者
の
側
か
ら
描
か
れ
た

「落
城
記
」
と
い
う
点
が
あ
り
、
そ
こ
に
こ
の
書
の
制
作
意
図
や
作
者
の
実
態
が
窺

わ
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
書
は
次
の
よ
う
な
奥
書
を
持

っ
て
い
る
。

此
日
記
、
別
所
譜
代
来
野
弥

一
右
衛
門
為
軍
使
、
平
山
ニ
ノ
ロ
ノ
合
戦
半

二
行
、
敵
味
方
入
乱
、
直

二
敵
陣

へ
掛
入
、　
一
人
切
伏

首
ヲ
取
シ
カ
ド
モ
、
残
敵
六
七
人
二
被
取
籠
、
三
ケ
所
手
負
、
既
二
討
死
ス
ベ
キ
所
、
中
村
茂
助
卜
云
者
助
来
、
以
長
刀
敵
二
人

切
伏
、
残
ル
敵
ヲ
追
払
。
被
助
傍
輩
帰
候

ヘ
ド
モ
、
深
手

ニ
テ
平
愈
之
後
歩
行
不
叶
。
其
後
軍
場

へ
不
出
、
三
木
落
城
之
後
、
作

州
側
山
家

二
知
人
有
テ
引
籠
り
存
命
也
。
合
戦
ノ
次
第
、
討
死
、
武
勇
ノ
跡
モ
、
後
世

ニ
ハ
名
ヲ
ダ
ニ
知
人
ア
ル
マ
ジ
キ
ヲ
歎
カ

シ
ク
テ
、
如
此
綴
留
ル
者
也
。
心
ア
ラ
ン
人

ハ
、
此
日
記
ヲ
シ
ル
ベ
ニ
文
章

ニ
モ
載
置
給

へ
。

林

靖



(2)『別所記」の虚構性

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
作
者
は
別
所
家
譜
代
の
家
臣
来
野
弥

一
右
衛
門
と
い
う
者
で
、
平
山
の
三
度
目
の
合
戦
に
負
傷
、
傍
輩
に
助
け
ら
れ

た
も
の
の
重
傷
で
、
そ
の
後
は
戦
場
に
出
る
こ
と
は
な
く
、
落
城
後
は
美
作
の
側
山
家
の
知
人
の
許
に
身
を
寄
せ
て
い
た
人
物
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
平
山
の
戦
い
と
は
、
『別
所
記
』
本
文
に
よ
れ
ば
、
天
正
七
年
二
月
五
日
、
秀
吉
が
三
木
攻
撃
で
勝
利
し
た
戦
い
の
こ

と
で
あ
る
。
三
木
城
主
別
所
長
治
は
、
天
正
五
年
十
月
、
織
田
信
長
の
中
国
攻
略
の
出
兵
に
対
し
、
そ
の
前
衛
と
し
て
協
力
を
約
束
し

た
が
、
翌
天
正
六
年
二
月
、
進
攻
し
て
き
た
秀
吉
に
従
わ
ず
、
籠
城
し
て
対
抗
し
た
。
秀
吉
は
こ
れ
を
攻
め
る
が
、
三
木
城
は
堅
固
で

な
か
な
か
攻
め
き
れ
ず
、
天
正
八
年
正
月
に
い
た
り
、
兵
糧
攻
め
の
あ
げ
く
別
所
長
治
を
自
害
さ
せ
、
や
っ
と
攻
略
し
た
の
で
あ

っ

た
。
平
山
の
合
戦
は
そ
の
合
戦
の

一
部
で
あ
る
が
、
こ
の
奥
書
に
も

「平
山
ニ
ノ
ロ
ノ
合
戦
」
（他
伝
本
に
は

「
三
度
ロ
ノ
合
戦
し

と

な

っ
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
数
度
に
及
ん
だ
ら
し
く
、
天
正
六
年
十
月
と
天
正
七
年
二
月
と
諸
書
に
よ
り
そ
の
戦
闘
の
日
時
に
相

違
が
あ
る
。
こ
の
戦
闘
が
、
そ
れ
ま
で
の
三
木
属
城
攻
撃
か
ら

一
転
し
て
、
三
木
本
城
攻
撃
に
な

っ
た
い
わ
ば
本
格
的
な
全
面
戦
争
の

最
初
で
あ
り
、
激
烈
な
戦
い
だ

っ
た
よ
う
で
、
そ
の
様
子
は

『別
所
記
』
や

『武
功
夜
話
』
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
合
戦
の
最
中
、

作
者
来
野
弥

一
右
衛
門
は
負
傷
し
た
の
で
あ
る
。

来
野
弥

一
右
衛
門
の
最
後
の
戦
い
と
な
っ
た
平
山
の
合
戦
は
、
三
木
合
戦
全
体
の
ど
こ
に
位
置
し
て
い
る
か
。
彼
の
書
い
た

『別
所

記
』
の
目
次
を
上
げ
て
お
こ
う
。
な
お
、
「目
次
」
は
内
閣
文
庫
蔵

『別
所
軍
記
』
に
よ
る
。

一　

信
長
卿
長
治
ヲ
西
国
ノ
魁
首

二
被
頼
事
　
附
長
治
逆
心
之
事

一
一　
野
口
合
戦
之
事

〓
一　
神
吉
城
攻
之
事
　
附
梶
原
道
庵
武
勇
之
事
　
討
死

四
　
平
山
合
戦
之
事

五
　
丹
生
山
合
戦
之
事
　
井
淡
河
弾
正
計
策
之
事

ニハ
　
大
村
合
戦
之
事
　
井
淡
河
討
死
之
事



松 林 靖 明(3)

七
　
一二
木
城
兵
糧
攻
之
事

八
　
別
所
長
治
兄
弟
生
害
之
事

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
彼
が
負
傷
退
場
し
た

「平
山
合
戦
」
は
、
『別
所
記
』
の
記
事
の
中
で
、
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
し
、
そ

れ
以
降
に
起
こ
っ
た
出
来
事
、
別
所
軍
が
決
定
的
な
敗
北
を
喫
し
た

「大
村
合
戦
」
は
勿
論
、
主
君
別
所
長
治
等
の
自
害
、
城
明
け
渡

し
等
の
重
要
な
場
面
に
作
者
は
立
ち
会

っ
て
い
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二

来
野
弥

一
右
衛
門
は
何
故
こ
の
書
を
執
筆
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
奥
書
に
よ
る
と
、
そ
れ
は

「合
戦
ノ
次
第
、
討
死
、
武
勇
ノ
跡

モ
、
後
世

ニ
ハ
名
ヲ
ダ
ニ
知
人
ア
ル
マ
ジ
キ
ヲ
歎
カ
シ
ク
テ
、
如
此
綴
留
ル
者
也
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
が
直

接
体
験
し
た
事
件
は
三
木
合
戦
の

一
部
で
あ
る
。
彼
が
執
筆
に
当
た
り
―
執
筆
は
落
城
直
後
で
は
な
く
、
暫
く
経

っ
て
か
ら
と
思
わ
れ

る
が
―
先
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
は
、
日
撃
者

・
実
戦
者
の
体
験
談
等
の
証
言
を
集
め
る
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
彼
は
大
村
由
己
の

『播
州
御
征
伐
之
事
』
亀
天
正
記
』
の
第

一
冊
、
『播
磨
別
所
記
∵

『播
州
御
征
伐
記
』
と
も
称
す
）

を
も
使

っ
て
い
る
。
そ
の

『播
州
御
征
伐
之
事
』
の
奥
書
に
は

「干
時
　
天
正
八
年
正
月
晦
日
」
と
あ
り
、
別
所
長
治
等
の
自
害
か
ら

十
余
日
後
に
は
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
著
者
の
大
村
由
己
は
秀
吉
の
御
伽
衆
の

一
人
で
あ
る
か
ら
、

当
然
勝
者
秀
吉
の
活
躍
を
賛
美
す
る
目
的
で
作
ら
れ
た
軍
記
で
あ
る
。
い
わ
ば
来
野
弥

一
右
衛
門
に
と

っ
て
は
敵
方
の
著
作
で
あ
る
。

そ
れ
を
別
所

一
族

・
家
臣
の

「合
戦
ノ
次
第
、
討
死
、
武
勇
ノ
跡
」
を
書
く
た
め
に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿

を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
『別
所
記
』
が

『播
州
御
征
伐
之
事
』
を
直
接
引
用
し
て
い
る
の

は
、
秀
吉
の
三
木
城
包
囲
の
状
況
と
乱
後
の
秀
吉
の
施
政
を
述
べ
た
と
こ
ろ
な
ど
で
あ
る
。



(4)『別所記Jの虚構性

来
野
弥

一
右
衛
門
が
、
三
木
合
戦
の
真
実
が
後
世
埋
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
無
念
に
思
い
、
『別
所
記
』
を
執
筆
し
よ
う
と
思
い
立

っ
た
と
き
、
彼
は
自
分
個
人
の
体
験
を
超
え
た
創
造
の
世
界
に

一
歩
踏
み
出
し
た
と
い
え
よ
う
か
。
そ
れ
は
合
戦
の
顛
末
、
原
因
か
ら

結
末
ま
で
合
戦
の
全
体
像
を
描
く
場
合
、
そ
の
全
て
に
立
ち
会
う
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
か
ら
、
彼
が
負
傷
退
場
す
る
以
前
の
部
分
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ

っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

さ
て

『別
所
記
』
は
、
別
所
長
治
が

一
旦
は
織
田
信
長
の
旗
下
に
属
し
、
そ
の
中
国
攻
略
の
魁
を
承
知
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
後
に

裏
切

っ
た
の
は
い
か
な
る
理
由
が
あ

っ
た
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
『別
所
記
』
は
巻
頭
近
く
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。
毛
利
攻
略
の
た
め
、
秀
吉
が
信
長
の
侍
大
将
の
内
か
ら
選
ば
れ
、
天
正
六
年
三
月
七
日
、
播
州
加
須
屋
の
館
に
着
陣
す
る
。
そ
こ

へ
別
所
長
治
の
叔
父
山
城
守
吉
親

（賀
相
）
と
家
老
の
三
宅
治
忠
の
二
人
が
軍
評
定
に
や
っ
て
く
る
。
秀
吉
に

「
軍
立
ノ
次
第
、
不
日

二
檎
敵
ス
ル
謀
計
モ
ヤ
ア
ル
」
と
問
わ
れ
、
三
宅
治
忠
は

「当
家
代
々
定
メ
置
所

ハ
」
云
々
と
別
所
家
の
先
祖
伝
来
の
陰
陽
五
行
説

・

易
道
に
よ
る
陣
の
張
り
方
、
斥
候
の
出
し
方
を
長
々
と
語
る
。
こ
れ
を
聞

い
た
秀
吉
は
、
「サ
ヤ
ウ
エ
延
々
ノ
手
立

ハ
対
様
ノ
人
数

ニ

テ
ハ
可
然
モ
ア
ラ
ン
ガ
、
彼

ハ
大
勢
、
此
方
ハ
小
勢
ナ
リ
。
…
不
意

二
責
力

ヽ
リ
テ
、
五
度
モ
三
度
モ
強
力
働
キ
ヲ
シ
テ
、
敵

二
臆
病

神
ヲ
付
ネ
バ
急

二
得
ル
コ
ト
勝
利
難
成
」
と
し
て
、
別
所
家
の
兵
法
を
斥
け
る
。
な
お
も
反
論
し
よ
う
と
す
る
三
宅
に
、
秀
吉
は

「各

ハ
先
手
役

ニ
テ
候

ヘ
バ
、
働
等
ノ
事
随
分
被
入
精
候

へ
。
得
勝
利
下
知

ハ
、
大
将
役

二
此
方
ヨ
リ
差
図
可
申
」
と
憎
ら
し
げ
に
言

い
放

っ
た
の
で
、
両
人
は
屈
辱
的
な
思

い
を
し
て
城
に
帰
り
、
別
所
の

一
族

・
家
老
の
面
々
に
報
告
、
こ
の
対
応
を
評
議
す
る
。
そ
の
席

上
、
山
城
守
吉
親
は

「今
度
秀
吉
当
国

へ
下
向
シ
テ
、
近
国
他
国
二
振
威
、
別
所
ノ
家
臣
二
向
ヒ
無
遠
慮
我
意
ヲ
振
舞
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

剰
我
下
人
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
挨
拶
シ
、
国
人

二
首
ヲ
上
サ
セ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
コ
ト
、
心
底
ヲ
察
ス
ル
ニ
信
長
ノ
謀
計
卜
存
ル
」
と
し
て
、
倣

慢
な
秀
吉
の
態
度
の
裏
に
は
信
長
の
野
心
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
「秀
吉
当
国
下
向
ノ
内
談
ヲ
思
フ
ニ
、
先
長
治

二
中
国
ノ
先
手
ヲ
サ

セ
、
西
国
於
静
誼
、
初
ノ
変
約
、
往
々
長
治
ヲ
退
治
シ
、
播
州

ハ
秀
吉

二
可
与
行
、
信
長
ノ
心
底
如
移
鏡
」
と
ま
で
の
不
信
感
を
表
明

す
る
。
長
治
も
信
長
が
信
忠
や
信
雄
な
ど
の
子
息
を
寄
越
さ
ず
、
秀
吉
を
派
遣
し
て
き
た
こ
と
に
不
満
を
漏
ら
し
、
「昨
今
信
長
ノ
取
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立
、
漸
ク
侍
ノ
マ
ネ
ヲ
ス
ル
秀
吉
ヲ
大
将
ニ
シ
テ
、
長
治
カ
レ
ガ
先
ニ
テ
軍
セ
バ
、
天
下
ノ
物
笑
タ
ル
ベ
シ
。
此
上

ハ
初
ノ
約
ヲ
変
ジ

テ
向
後
信
長
卜
手
切

二
可
成
。
其
験

二
先
秀
吉
卜
可
合
戦
」
と
秀
吉
に
戦
闘
を
挑
む
決
意
を
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に

『別
所
記
』
で

は
、
先
祖
伝
来
の
兵
法
を
侮
辱
さ
れ
た
憤
り
に
端
を
発
し
、
無
遠
慮
で
傲
慢
な
秀
吉
の
態
度
に
対
す
る
反
感
と
信
長
に
対
す
る
不
信
を

別
所
が
秀
吉
を
裏
切

っ
た
理
由
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
秀
吉
側
か
ら
書
か
れ
た

『播
州
御
征
伐
之
事
』
で
ま
、

抑
播
磨
東
八
郡
之
守
護
別
所
小
三
郎
長
治
、
対
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
、
尋
矛
楯
之
濫
腸
、
天
正
六
歳
三
月
之
初
、
秀
吉
承
将
軍
之
御

下
知
、
西
国
為
征
伐
之
備
下
向
彼
地
事
、
長
治

一
味
同
心
之
故
也
。
同
月
七
日
、
秀
吉
至
干
播
州
国
衛
布
陣
。
愛
二
有
謂
長
治
伯

父
別
所
山
城
守
賀
相
俵
人
。
相
語
長
治
日
、
秀
吉
入
此
地
有
自
由
之
働
。
残
終
可
及
身
逆
支
、
従
中
途
帰
楯
籠
於
三
木
城
郭
。

（抑
、
播
磨
東
八
郡
の
守
護
別
所
小
三
郎
長
治
、
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
に
対
し
て
、
矛
楯
の
濫
腸
を
尋
る
に
、
天
正
六
年
三
月
の
初

め
、
秀
吉
、
将
軍
の
御
下
知
を
承
つ
て
、
西
国
征
伐
の
備

へ
と
し
て
、
か
の
地
に
下
向
の
事
、
長
治

一
味
同
心
の
故
な
り
。
同
月

七
日
、
秀
吉
播
州
の
国
衛
に
至
り
て
陣
を
布
く
。
こ
こ
に
、
長
治
が
伯
父
別
所
山
城
守
賀
相
と
謂
ふ
俵
人
あ
り
。
長
治
に
相
語
り

て
曰
く
、
秀
吉
此
の
地
に
入
り
て
、
自
由
の
働
き
あ
り
、　
残

つ
ひ
に
身
に
及
ぶ
べ
し
と
、
文
を
逆
に
し
て
、
中
途
よ
り
帰
り
、

三
木
の
城
郭
に
楯
籠
る
。
）

と
、
伯
父
で
あ
る

「別
所
山
城
守
賀
相
と
謂
ふ
俵
人
」
の
せ
い
に
な

っ
て
お
り
、
兵
法
侮
辱
の
件
は
勿
論
、
具
体
的
な
理
由
は
何
も
書

か
れ
な
い
。

『播
州
御
征
伐
之
事
』
と
同
様
、
秀
吉
方
に
与
し
た
前
野
氏
の
記
録

『武
功
夜
話
』
は
、

蜂
小
曰
く
、
「
そ
れ
が
し
細
作
の
者
に
聞
き
及
ぶ
と
こ
ろ
、
三
木
の
別
所
は
元
よ
り
付
城
志
方
の
城
、
櫛
橋
処
、
神
吉
の
城
、
野

口
の
城
長
井
四
郎
左
衛
門
、
五
着
の
藤
兵
衛
尉
等
、
こ
れ
等
の
輩
何
れ
も

一
連
同
心
、
筑
前
様
の
不
実
計
り
難
く
候
と
申
し
立

て
、
我
等
欺
き
の
手
段
に
候
。
去
る
年
信
長
公
三
好
謀
伐
の
旗
印
を
揚
げ
、
摂
州
に
軍
馬
を
入
れ
給
う
、
実
心
は
五
畿
内
奪
取
の
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方
便
な
り
。
播
州
を
も

っ
て
他
山
の
石
と
為
さ
ず
。
西
国
の
毛
利
退
治
の
口
実
な
れ
ど
、
実
心
は
羽
柴
筑
前
を
し
て
播
州
奪
取
の

謀
事
な
り
。
信
長
と
い
え
ど
も
本
願
寺
に
お
い
て
和
議
を
需
る
。
毛
利
と
同
心
和
平
の
儀
、
元
よ
り
本
意
に
非
ず
な
り
と
申
し
触

れ
候
の
次
第
。
斯
く
な
る
様
体
徒
ら
に
延
引
き
候
い
て
は
大
事
の
出
来
、
別
所
の
反
覆
は
明
ら
か
に
候
な
り
。
こ
の
旨
即
刻
殿
に

注
進
、
播
州

へ
帰
陣
あ
る
べ
く
行

候
事
、
ま
ず
は
肝
要
と
存
ず
次
第
。
」
（巻
七

「播
州
辰
野
に
お
い
て
別
所
の
事
相
談
の
事
し

等
、
秀
吉
と
そ
の
主
人
で
あ
る
信
長
に
対
す
る
不
信
感
が
別
所
離
反
の
原
因
で
あ

っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
兵
法
侮
辱
の
件

は
現
れ
な
い
。
秀
吉
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
別
所
を
侮
辱
し
た
つ
も
り
は
毛
頭
無
か

っ
た
た
め
に
、
『播
州
御
征
伐
之
事
』
に
も

『武
功

夜
話
』
に
も
兵
法
の
件
が
載

っ
て
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
『別
所
記
』
以
外
の
別
所
側

（反
秀
吉

・
反
信
長
側
）

の
資
料
を
見
て
も
、
実
は
こ
の
兵
法
侮
辱
の
件
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
『押
部
新
兵
衛
聞
伝
之
趣
』
と
い

う
、
別
所
氏
の
菩
提
寺
法
界
寺
に
伝
わ
る
別
所
家
臣
三
代
目
の
子
孫
が
残
し
た

「聞
伝
」
に
は
、

一
、
天
正
六
年
三
月
三
日
、
秀
吉
殿
三
木
の
城
え
御
越
、
長
治
に
対
面
有
。
右
上
意
の
趣
と
し
て
、
「此
度
乍
御
大
儀
、
西
国
討

手
御
同
心
可
仕
」
と
被
仰
け
れ
ば
、
長
治
兎
角
の
返
事
出
ざ
り
け
り
。
良
あ

つ
て
被
仰
け
る
は
、
「早
速
長
度
候

へ
ど
も
、
是
以

一
大
事
の
儀
候
得
ば
、
家
来
共
申
聞
せ
、
致
相
談
追
而
御
返
事
可
申
達
」
と
被
仰
、
秀
吉
殿
退
出
被
成
け
り
。

長
治
殿
御
家
来
寄
合
評
定
之
事

一
、
同
三
月
四
日
、
廻
状
触
た
り
け
れ
ば
、
神
吉
大
膳
、
野
口
永
井
源
左
衛
門
、
江
井
ケ
嶋
、
魚
住
、
枝
吉
明
石
、
福
中
絹
笠
、

押
部
弥
太
郎
、
は
ぢ
谷
五
郎
、
我
さ
き
と
登
城
し
、
其
外
当
坐
の
役
人
歴
々
寄
合
評
定
仕
け
る
。
中
に
も
神
吉
の
大
膳
被
申
け
る

は
、
「尤
信
長
公
の
上
意
背
二
は
似
た
れ
ど
も
、
彼
秀
吉
を
大
将
と
し
て
西
国
発
向
不
得
其
意
。
其
上
秀
吉
知
略
も
の
、
万

一
路

次
に
て
同
士
討
二
遭
申
さ
ば
、
何
程
か
後
悔
に
思
召
候
共
、
其
甲
斐
有
間
敷
哉
」
と
言
け
れ
ば
、
長
治
殿
も
同
思
案
に
て

「然
ば

同
心
せ
ま
じ
き
」
と
被
仰
出
け
り
。

と
、
秀
吉
が
三
木
城

へ
長
治
の
訪
問
し
て
協
力
を
懇
請
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
長
治
は
即
答
を
避
け
、　
一
族
家
臣
と
相
談
の
上
、
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結
局
は
秀
吉
が
信
用
な
ら
ず
と
し
て
同
心
し
な
か

っ
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
兵
法
侮
辱
の
件
は
見
え
な
い
。

次
に
、
三
木
合
戦
直
前
の
播
磨
上
月
城
落
城
を
描
い
た

『播
州
佐
用
軍
記
』
の
上
巻
巻
頭

「羽
柴
秀
吉
卿
播
磨
江
下
給
事
」
の
章
で

は
、
別
所
が
秀
吉
を
背
い
た
こ
と
を
播
磨
の
情
勢
の
中
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
播
磨
は
八
郡
を
別
所
が
、
二
郡
を
小
寺
が
、

五
郡
を
上
月
の
赤
松
蔵
人
が
支
配
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
小
寺

（名
は
記
さ
ず
。
『武
功
夜
話
』
で
は

コ
騰
兵
衛
し

は
信
長
の
威
勢
を

聞
き
、
家
臣
黒
田
官
兵
衛
高
孝

（正
し
く
は
孝
高
、
後
に
小
寺
を
称
す
）
の
言
を
容
れ
、
密
か
に
信
長
に
通
じ
て
そ
の
座
下
に
属
す
る

こ
と
を
約
束
し
た
。
使
者
と
し
て
岐
阜
に
や
っ
て
き
た
官
兵
衛
を
、
信
長
は
篤
く
も
て
な
し
、
い
ず
れ

一
廉
の
大
名
に
取
り
立
て
て
や

ろ
う
と
労

っ
た
。
官
兵
衛
は

一
子
松
千
代
丸
を
人
質
と
し
て
差
し
出
し
、
小
寺
と
信
長
の
協
定
は
成
り
立

っ
た
。
し
か
し
、
播
磨
に
は

毛
利
に
味
方
す
る
も
の
も
多
く
、
小
寺
は
国
侍
を
信
長
方
に
ま
と
め
き
れ
な
か

っ
た
。　
一
方
、
三
木
の
別
所
も
先
年
密
か
に
信
長
に
帰

服
を
申
し
出
て
い
た
の
で
、
播
磨
の
調
停
が
な

っ
た
と
信
じ
た
信
長
は
、
中
国
攻
略
の
た
め
に
秀
吉
を
派
遣
し
た
の
で
、
小
寺
は
狼
狽

し
て
俄
に
出
家
し
、
行
方
を
く
ら
ま
し
た
。
そ
の
た
め
小
寺
の
後
を
官
兵
衛
が
引
き
継
ぎ
、
秀
吉
を
迎
え
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
別
所
の
秀
吉
離
反
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
『播
州
佐
用
軍
記
』
の
記
述
を
引
用
す
る
。

秀
吉
卿
播
州
下
向
ノ
時
、
路
次
ヨ
リ
三
木

へ
使
者
ヲ
立
ラ
レ
、
府
中

へ
参
ラ
ン
ヨ
ト
ナ
リ
。
依
之
長
治
井
家
臣
別
所
吉
親
、
三
宅

治
忠
ヲ
倶
シ
テ
秀
吉
卿
ノ
陣

二
参
、　
一
両
日
逗
留
シ
テ
病
卜
称
シ
、
三
木

二
帰
り
、
其
後
出
仕
ヲ
為
ザ
リ
キ
。

と
、　
一
旦
は
秀
吉
の
も
と
に
出
か
け
た
も
の
の
、
虚
病
を
つ
か

っ
て
再
び
は
出
仕
し
な
か

っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
『播
州
佐
用

軍
記
』
は
、

其
意
趣
ヲ
聞
バ
、
長
治
兄
弟
三
人
井
家
臣
三
宅
治
忠
卜
与
別
所
山
城
守
吉
親
、
同
孫
右
衛
門
尉
重
棟
、
異
儀
有
ガ
故
也
。
其
濫
腸

ヲ
ヨ甘

一、
長
治
若
輩
ノ
時
、
彼
ノ
叔
父
等
ガ
計
ト
シ
テ
、
毛
利
ヲ
背
キ
、
信
長
公

へ
帰
服
セ
シ
故

二
、
国
中
ノ

一
族
等
、
近
年
不

通
卜
成
ヌ
。
長
治
是
ヲ
無
本
意
思
フ
。
是

一
。
又
此
度
ノ
大
将

ニ
ハ
、
信
長
卿
ノ
公
達
ノ
御
中
ニ
テ
有
ラ
ン
ト
思
ヒ
ツ
ル
ニ
不

然
。
是

一
。
今
秀
吉
ヲ
大
将
ト
シ
テ
此
人
之
先
蒐
セ
ン
コ
ト
、
先
祖

二
対
シ
面
目
無
ケ
レ
バ
、
サ
テ
コ
ソ
病
卜
号
シ
、
不
出
逢
。
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別
所
長
治
が
若
年
で
あ

っ
た
と
き
、
叔
父
の
吉
親

・
重
棟
の
計
ら
い
で
信
長
に
服
し
た
も
の
の
、　
一
族
に
親
毛
利
派
が
多
く
、
長
治
が

孤
立
し
た
の
で
叔
父
と
の
仲
に
亀
裂
が
生
じ
た
こ
と
、
さ
ら
に
秀
吉
の
配
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
の
は
不
満
で
、
先
祖
に
対
し
申
し
訳

な
い
こ
と
の
二
点
が
理
由
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
兵
法
を
侮
辱
さ
れ
た
件
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
秀
吉
方
か
ら
書
か
れ
た
作
品
に
も
、
ま
た
別
所
方

・
反
秀
吉
方
か
ら
書
か
れ
た
作
品
に
も
兵
法
侮
辱
記
事
は
な
い
。

勿
論
、
こ
れ
だ
け
で
秀
吉
が
別
所
の
兵
法
を
侮
辱
し
た
事
実
が
な
か

っ
た
と
断
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
ひ
と
り

『別
所
記
』
だ

け
が
、
別
所
家
伝
来
の
兵
法
を
長
々
と
弁
じ
立
て
、
秀
吉
を
裏
切

っ
た
理
由
と
し
て
そ
の
兵
法
が
侮
辱
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
点

が
特
異
な
の
で
あ
る
。
別
所
は
播
磨
の
名
家
赤
松
の
子
孫
を
称
し
、
そ
の
衿
持
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
そ
の
兵
法
を
侮
辱
さ
れ

た
こ
と
は
、
赤
松
の
氏
族
が
幡
据
す
る
播
磨
に
あ

っ
て
、　
一
旦
は
助
勢
を
約
束
し
た
も
の
の
、
後
に
裏
切
る
理
由
と
し
て
は
赤
松
の
末

裔
を
称
す
る
人
々
の
理
解
を
得
ら
れ
易
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
勿
論
、
最
大
の
原
因
は
、
別
所
方
か
ら
書
か
れ
た

『押
部
新
兵
衛
聞

伝
之
趣
』
や

『播
州
佐
用
軍
記
』
に
も
、
秀
吉
方
か
ら
書
か
れ
た

『武
功
夜
話
』
に
も
共
通
し
て
見
え
る
秀
吉
に
対
す
る
不
信
感
、
そ

れ
は
秀
吉
の
主
人
信
長
に
対
す
る
不
信
感
で
も
あ
る
が
、
こ
の
不
信
感
に
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

三

『武
功
夜
話
』
の
三
木
合
戦
に
関
し
て
は
、
嘗
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
『播

州
佐
用
軍
記
』
に
つ
い
て
は
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
『播
州
佐
用
軍
記
』
は
、
名
家
赤
松
の
末
裔
赤
松
政
範
が
播
磨
、
美
作
の
境
に

あ
る
上
月
城
に
立
て
籠
も
り
、
毛
利
方
の
前
衛
と
し
て
秀
吉
の
軍
勢
と
戦

っ
て
滅
ん
だ
、
天
正
五
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
の
戦

い
を
描
い
た

「落
城
記
」
で
あ
る
。
こ
の
書
に
は

『別
所
記
』
に
出
て
こ
な
い
黒
田

（小
寺
）
官
兵
衛
が
主
要
な
人
物
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。
前
述
し
た
と
お
り
信
長
と
の
交
渉
や
人
質
の
提
出
、
播
磨
の
取
り
ま
と
め
、
下
向
し
て
き
た
秀
吉
の
出
迎
え
等
で
暗
躍
す
る
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の
で
あ
る
。
し
か
し
播
磨
国
侍
の
取
り
ま
と
め
に
は
失
敗
し
、
官
兵
衛
の
主
人
小
寺
某
は
出
家
、
出
奔
し
た
と
記
す
。
『別
所
記
∵

『播
州
御
征
伐
之
事
』
二
押
部
新
兵
衛
聞
伝
之
趣
』
等
に
見
え
な
い
こ
の
小
寺
出
奔
の
記
事
が

『武
功
夜
話
』
に
は
載

っ
て
い
る
。

五
着
の
藤
兵
衛
儀
、
成
寅
二
月
晦
日
、
筑
前
様
加
古
川
の
加
須
屋
所

へ
軍
馬
を
相
衆
め
在
陣
の
時
、
遂
に
参
ら
ず
備
前

へ
逐
電
、

そ
の
跡
を
知
ら
ず
候
な
り
。
右
は
清
助
殿
語
り
候
の
条
々
誌
し
置
く
。
（巻
七

「播
州
辰
野
に
お
い
て
別
所
の
事
相
談
の
事
し

も

っ
と
も

『武
功
夜
話
』
で
は
、
小
寺
藤
兵
衛
の
逐
電
は
、
別
所
の
離
反
が
判
明
し
た
後
の
こ
と
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『播

州
佐
用
軍
記
』
は
全
く
の
虚
説
を
載
せ
て
い
る
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
。

そ
の

『播
州
佐
用
軍
記
』
は
、
別
所
が
離
反
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
後
、

三
宅
ガ
計
略

ニ
テ
、
信
長
卿
秀
吉

へ
使
者
ヲ
以
申
ケ
ル
ハ
、
某
疱
病
治
セ
バ
姫
路

へ
罷
出
ベ
キ
ニ
テ
候
。
去
レ
バ
当
国

ニ
テ
ハ
、

先
西
播
磨
之
者
ヲ
攻
給

ハ
ン
カ
、
然
バ
佐
用
大
平
城
ハ
第

一
要
害
ノ
山
城
ニ
テ
候
。
其
外
靡
城
何
レ
モ
節
所
皆
山
城
也
。
殊

二
毛

利

二
深
ク
因
候
得
バ
、
備
前
ノ
宇
喜
多
先

ニ
シ
テ
押
合
ベ
シ
。
毛
利
モ
後
詰
仕
ル
ベ
シ
。
去
程
ナ
ラ
バ
合
戦
度
々
二
及
ベ
シ
。
或

ハ
平
場
之
蒐
合
、
又
ハ
国
堺

へ
出
テ
戦
ヒ
、
味
方
城
々
へ
引
籠
、
士
卒
ヲ
休
テ
防
戦
フ
事
十
度
二
十
度
モ
候
ハ
ン
カ
。
然
ル
二
三

木
城
ハ
父
ガ
時
ヨ
リ
大
破

二
及
ビ
、
籠
城
ノ
便
り
不
候
。
今
此
間
二
吾
城
ヲ
執
繕
ヒ
申

ニ
テ
候
卜
案
内
シ
テ
出
仕
セ
ズ
ト
モ
聞
エ

ザ
レ
ド
モ
、
始
ノ
程
コ
ソ
ア
レ
、
別
所
ガ
方
ヨ
リ
曽
テ
音
信
無
ケ
レ
バ
、
…

と
、
別
所
は
信
長

・
秀
吉
を
編
し
て
城
の
補
修
を
し
、
籠
城
の
用
意
を
始
め
る
。
『別
所
記
』
に
も
こ
れ
と
同
じ
様
な
記
事
が
あ
る
。

サ
ラ
バ
可
有
籠
城
ノ
支
度
。
先

一
応
敵
ヲ
欺
カ
ン
ト
テ
信
長
へ
以
使
申
サ
ル
ハ
、
去
七
日
秀
吉
西
国
為
征
伐
ノ
当
国
へ
下
向
ス
。

中
国
ノ
先
手

ハ
長
治
為
案
内
者
、
毛
利
輝
元
ハ
従
元
就
二
代
領
大
国
候
上
、
隆
景
元
春
名
将
ニ
テ
候
ヘ
バ
、　
一
旦
ノ
合
戦
勝
負
難

決
。
然
バ
駈
引
為
自
由
ノ
、
又

ハ
軍
勢
打
入
テ
モ
諸
勢
安
堵
ノ
タ
メ
居
城
ノ
普
請
ヲ
仕
ル
ト
理
ヲ
云
遣
シ
、
信
長

ハ
尤
神
妙
也
ト

｛旦
フ
。

と
、
『別
所
記
』
で
も
信
長
を
編
し
て
、
籠
城
の
た
め
に
城
を
補
修
す
る
記
事
を
載
せ
る
の
で
あ
る
。
『別
所
記
』
と

『播
州
佐
用
軍
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記
』
と
の
間
に
、
同

一
表
現
な
ど
本
文
的
類
似
は
な
い
の
で
、　
一
方
が
他
方
を
取
り
込
ん
だ
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
『播
州
佐
用
軍

記
』
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
成
立
等
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
見
て
き
た
よ
う
に
黒
田
官
兵
衛
や
小

寺
の
こ
と
で
は

『武
功
夜
話
』
と
、
籠
城
の
た
め
の
城
補
修
で
は

『別
所
記
』
と
内
容
的
に
共
通
す
る
記
事
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
播

磨
に
あ

っ
て
聞
き
知

っ
た
情
報
を
比
較
的
正
確
に
記
述
し
て
い
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し

『別
所
記
』
は
、
か
な
り
文
芸
的
な
潤
色
が
施
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
中
国
征
討
の
大
将
と
し
て
信
長
の
子
信
忠
か

信
雄
が
派
遣
さ
れ
る
も
の
と
思

っ
て
い
た
の
に
、
秀
吉
が
大
将
に
な

っ
て
来
た
こ
と

へ
の
不
満
を
描
い
た
箇
所
を
例
示
し
て
お
く
。
な

お
本
来
は

一
続
き
の
文
章
で
あ
る
が
、
比
較
の
便
の
た
め
番
号
を
振

っ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。

１
凡
大
将
ヲ
立
ル
ニ
ハ
、
其
人
ヲ
撰
事
第

一
也
。
異
朝

ニ
モ
秦
ノ
代
ヲ
傾
ン
ト
セ
シ
時
、
陳
勝
ヲ
大
将
ニ
テ
秦
ノ
右
将
軍
白
起

二
討

ル
。
又
項
梁
卜
云
者
大
将

ニ
テ
秦
ノ
左
将
軍
章
郁

二
討
レ
ヌ
。

２
其
後
古
ノ
懐
王
ノ
子
流
浪
シ
テ
在
ケ
ル
ヲ
取
立
、
号
義
帝
攻
寄
セ
、
遂

二
秦
ノ
代
ヲ
奪
ト
リ
シ
ナ
リ
。

３
仮
令
当
座
雖
有
威
、
氏
モ
ナ
キ
人
ヲ
大
将

ニ
シ
テ
ハ
諸
人
軽
ン
ズ
ル
物
ナ
リ
。
秦
ノ
章
郁
四
十
万
ノ
兵
ヲ
卒
シ
テ
楚

二
下
リ
シ

ヲ
、
項
羽
大
将
ト
セ
ズ
。
楚
ノ
項
伯

ハ
鴻
門
ノ
会

ニ
テ
、
既
二
高
祖
ノ
命
ヲ
助
タ
リ
シ
人
ナ
リ
。
漢

二
下
テ
高
祖
敢
テ
不
用
大

将
。
是
降
人
ヲ
不
用
大
将
所
也
。

こ
の

『別
所
記
』
の
文
章
は
、
『太
平
記
』
巻
三
十
七

「可
立
大
将
事
付
漢
楚
立
義
帝
事
」
に
拠

っ
て
い
る
。
『太
平
記
』
本
文
を
引
用

す
る
と
、

１
サ
レ
バ
古
モ
世
ヲ
取
ン
ト
ス
ル
人

ハ
、
専
ラ
大
将
ヲ
撰
ビ
ケ
ル
ニ
ヤ
。
昔
秦
ノ
始
皇
ノ
世
ヲ
奪
ン
ト
テ
陣
渉
卜
云
ケ
ル
者
、
自
ラ

大
将
ノ
印
ヲ
帯
テ
大
沢
ヨ
リ
出
タ
リ
シ
ガ
、
無
程
秦
ノ
右
将
軍
白
起
ガ
為

二
被
討
ヌ
。
其
後
又
項
梁
卜
云
者
、
自
ラ
大
将
ノ
印
ヲ

帯
テ
、
楚
国
ヨ
リ
出
タ
リ
ケ
ル
モ
、
秦
左
将
軍
章
郁

二
被
打

ニ
ケ
リ
。

２
疱
増
ト
テ
年
七
十
三
二
成
ケ
ル
老
臣
、
座
中

二
進
出
テ
申
ケ
ル
ハ
、
買
中
略
）
秦
ヲ
打
タ
ン
ト
ナ
ラ
バ
、
如
何
ニ
モ
シ
テ
、
楚
ノ
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懐
王
ノ
子
孫
ヲ

一
人
取
立
テ
、
諸
卒
皆
命

二
随
ベ
シ
」
ト
ゾ
計
申
ケ
ル
。
項
羽

・
高
祖
諸
共

二
、
此
義
ゲ
ニ
モ
ト
被
思
ケ
レ
バ
、

イ
ヅ
ク
ニ
カ
楚
ノ
懐
王
ノ
子
孫
ア
リ
ト
尋
求
ケ
ル
ニ
、
懐
王
ノ
孫
二
孫
心
卜
申
ケ
ル
人
、
久
ク
民
間
二
降
テ
、
羊
ヲ
養
ケ
ル
ヲ
尋

出
テ
、
義
帝
卜
号
シ
奉
テ
、
項
羽
モ
高
祖
モ
均
ク
命
ヲ
慎
ミ
随
ヒ
ケ
ル
。
其
後
ヨ
リ
漢
楚
ノ
軍
ハ
利
ア
ツ
テ
、
秦
ノ
兵
所
々
ニ
テ

打
負
シ
カ
バ
、
秦
ノ
世
終

二
亡
ニ
ケ
リ
。

３
天
下
未
定
時
、
武
ヲ
以
テ
世
ヲ
取
ラ
ン
ズ
ル
ニ
ハ
、
功
ア
ル
人
ヲ
賞
シ
咎
ア
ル
人
ヲ
罰
ス
ル
間
、
縦
威
勢
ア
ル
者
ナ
レ
ド
モ
、
降

人
ヲ
以
テ
大
将
ト

ハ
セ
ズ
。
伝
聞
秦
ノ
左
将
軍
章
部

ハ
、
四
十
万
騎
ノ
兵
ヲ
卒
シ
テ
、
楚

二
降
参
シ
タ
リ
シ
カ
共
、
項
羽
是
ヲ
以

テ
大
将
ノ
印
ヲ
不
与
。
項
伯

ハ
、
鴻
門
ノ
会

二
心
ヲ
入
テ
高
祖
ヲ
助
タ
リ
シ
カ
共
、
漢

二
下
テ
後
是
二
諸
侯
ノ
国
ヲ
不
授
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
『太
平
記
』
の
本
文
は
３
１
２
の
順
で
あ
る
。
『別
所
記
』
は
こ
の
よ
う
に

『太
平
記
』
の
本
文
を
そ

の
ま
ま
引
用
す
る
の
で
は
な
く
、
極
め
て
要
領
よ
く
要
約
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「長
治
友
之
自
害
」
の

「楚
ノ
項
羽
ガ
抜
山
カ
モ
天

運
尽
ヌ
レ
バ
終

二
鳥
江
ノ
合
戦
ニ
マ
ケ
、
為
漢
高
祖
晒
骸
於
戦
場
。
本
朝

ニ
ハ
源
義
貞
武
勇
ト
イ

ヘ
ド
モ
、
為
尊
氏
越
前
ノ
足
羽
ニ
シ

テ
当
流
矢
。
皆
是
天
運
無
遁
所
也
」
な
ど
も
、
『太
平
記
』
の
記
述
に
拠

っ
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

ま
た
、
『別
所
記
』
の
神
吉
城
合
戦
の
梶
原
道
庵
の
奮
戦
は

『平
家
物
語
』
巻
四

「橋
合
戦
」
の
影
響
を
強
く
受
け
て
書
か
れ
て
い

る
こ
と
等
か
ら
、
作
者
は

『平
家
物
語
』
や

『太
平
記
』
と
い
っ
た
軍
記
を
よ
く
知

っ
て
お
り
、
作
品
の
中
に
そ
れ
を
ち
り
ば
め
て
使

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に

『別
所
記
』
作
者
は
、
単
な
る
三
木
合
戦
を
体
験
し
た
武
士
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
か
な

り
の
教
養
と
文
才
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

「奥
書
」
に
あ
る
よ
う
に
、
彼
が

「軍
使
」
で
あ

っ
た
こ
と

に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
軍
使
の
役
割
を

『兵
法
新
論
』
巻
九

（内
閣
文
庫
蔵
本
）
に
拠

っ
て
見
て
お
く
と
、

一
、
使
番
　
　
此

ハ
一
陣

二
二
人
ヅ

ゝ
ア
リ
テ
、
他
陣

へ
使
ヲ
勤
メ
、
又
敵
陣

ヘ
ノ
使
者

ニ
モ
行
コ
ト
ア
リ
。
又
其
陣
ノ
将
ヨ
リ

陣
中
ノ
頭
令

へ
命
令
ヲ
伝
フ
ル
等
ノ
コ
ト
ヲ
主
ド
ル
役
ナ
レ
バ
、
沈
勇
敏
捷

ニ
シ
テ
粗
暴
ノ
コ
ト
ナ
ク
、
弁
舌
分
明
ニ
シ
テ
能
君

ノ
意
ヲ
通
ジ
、
先
陣

へ
使
二
行
時

ハ
士
衆
ヲ
励
シ
、
敵

二
使
者

二
行
時

ハ
、
謙
遜
ヲ
本
ト
シ
テ
敵
心
ヲ
怒
ラ
シ
メ
ズ
、
又
我
威
武
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ヲ
落
サ
ズ
、
然

ル
ド
モ
時
ア
リ
テ
ハ
、
孔
明
ノ
呉

二
使
シ
テ
呉
ノ
将
令
官
人
ヲ

一
寸
不
爛
ノ
舌
頭
ヲ
以
テ
屈
服
セ
シ
メ
タ
ル
如

キ
計
ラ
ヒ
モ
ナ
ス
ベ
キ
程
ノ
者
ヲ
命
ズ
ベ
シ
。
若
敵

へ
使
者

二
行
テ
機
変
ノ
作
略
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
人
ナ
キ
時

ハ
、
大
将
副
将
軍
鑑
ヨ

リ
其
人
ヲ
選
デ
ヤ
ル
コ
ト
モ
ア
ル
ベ
シ
。

と
、
記
さ
れ
て
い
る
。
味
方
に
対
し
て
は
勇
気
を
鼓
舞
す
る
激
励
を
行
い
、
敵
に
対
し
て
は
謙
虚
に
し
て
卑
屈
に
な
ら
ず
、
し
か
も
時

に
は
舌
頭
で
屈
服
さ
せ
る
程
の
分
明
な
弁
舌
を
要
求
さ
れ
る
役
職
で
あ

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

四

『別
所
記
』
が
三
木
合
戦
を
描
い
た
他
の
軍
記
と
異
な

っ
て
い
る
も
う

一
つ
の
点
は
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
文
書
で
あ
る
。
『別

所
記
』
に
は
、
二
通
の
書
状
が
載

っ
て
い
る
。　
一
通
日
は
、
三
木
城
に
籠
も
り
、
秀
吉
の
兵
糧
攻
め
に
あ

っ
て
飢
餓
の
地
獄
に
苦
し
む

城
中
の
人
々
を
救
う
た
め
、
長
治
は
弟
友
之
と
山
城
守
吉
親
等
が
自
害
を
す
る
代
わ
り
、
士
卒
の
命
を
助
け
て
く
れ
る
よ
う
願
い
出
る

文
書
で
あ
る
。
友
之
が
書
き
、
近
習
の
侍
宇
野
右
衛
門
佐
が
浅
野
弥
兵
衛

へ
伝
え
た
も
の
で
、

只
今
申
入
意
趣

ハ
、
去
々
年
以
来
敵
対
之
事
、
雖
非
無
其
故
、
今
更
不
能
述
素
意
。
併
時
節
到
来
運
既
極
リ
ヌ
。
何
ゾ
噛
磨
哉
。

長
治
山
城
守
彦
ノ
進
両
三
人
事
、
来
十
七
日
申
ノ
剋
可
切
腹
相
定
畢
。
残
士
卒
雑
人
已
下
無
科
可
被
刻
首
之
段
不
便
ノ
題
目
也
。

以
憐
慇
於
被
助
置
、
今
生
之
悦
来
世
之
思
出
、
何
事
力
如
之
也
。
此
旨
宜
被
披
露
者
也
。

別
所
小
三
郎
長
治

天
正
八
年
正
月
十
五
日

浅
野
弥
兵
衛
殿
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と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
『播
州
御
征
伐
之
事
』
の
方
は
、

只
今
申
入
意
趣
者
、
去
々
歳
以
来
被
附
置
敵
対
之
条
、
連
々
其
理
可
申
分
心
底
之
処
、
不
慮
内
輪
之
面
々
替
覚
悟
之
間
、
不
及
是

非
。
某
等
両
三
人
之
事
、
来
十
七
日
申
ノ
刻
、
可
切
腹
相
定
畢
。
然
至
干
今
相
届
諸
卒
、
悉
可
討
果
事
不
便
之
題
目
也
。
以
御
憐

慇
於
被
扶
置
者
可
長
入
者
也
。
傷
此
等
之
趣
無
相
違
様
仰
御
披
露
。
恐
々
謹
言
。

正
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
所
彦
進
友
之

別
所
山
城
守
賀
相

別
所
小
三
郎
長
治

浅
野
弥
兵
衛
殿

別
所
孫
右
衛
門
尉
殿

と
多
少
の
違

い
を
見
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
『播
州
御
征
伐
之
事
』
か
ら
派
生
し
た
青
山
文
庫
蔵

『別
所
小
三
郎
長
治
始
末
記
』
に
は
、

唯
今
申
入
旨
趣
、
三
歳
被
附
敵
対
之
条
乃
刻
、
可
理
申
心
底
、
不
意
内
輪
之
面
々
替
覚
悟
之
間
、
理
非
断
絶
之
事
。
雖
然
諸
卒
至

三
歳
籠
城
保
堅
固
畢
。
非
是
自
働
群
士
手
柄
絶
比
類
。
誠
賢
人
不
事
二
君
之
謂
乎
。
有
功
有
忠
伊
等
、
無
賞
衣
則
弓
馬
之
家
長
捨

哉
。
倫
以
広
大
賢
慮
御
哀
憐
、
諸
士
之
命
於
扶
之
者
、
両
三
人
来
十
七
日
午
刻
、
可
切
腹
相
定
畢
。
此
等
之
趣
御
技
露
。
恐
々
謹

一一一一口。

別
所
彦
進
友
之

正
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
山
城
賀
相

同
小
三
郎
長
治
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浅
野
弥
兵
衛
尉
殿

別
所
孫
右
衛
門
尉
殿

と
し
て
載

っ
て
い
る
。
傍
線
を
付
し
た
箇
所
に
相
互
に
違

い
が
見
ら
れ
る
が
、
秀
吉
側
の

『播
州
御
征
伐
之
事
』
亀
信
長
公
記
』
も
ほ

ぼ
同
文
）
が
、
受
け
取
り
手
と
し
て
は
文
書
を
改
変
す
る
必
要
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
最
も
現
物
に
近
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対

し
、
別
所
側
か
ら
作
ら
れ
、
改
作
さ
れ
た

『別
所
記
』
『播
州
御
征
伐
之
事
』
は
、
運
命
が
尽
き
た
こ
と
や
家
臣
の
無
二
の
忠
節
に
感

謝
す
る
文
言
が
付
け
加
わ

っ
て
い
る
が
、
こ
の
降
伏
文
書
の
骨
格
は
同
じ
も
の
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
降
伏
状
に
対
す
る
秀
吉
の
返
答
が

『別
所
記
』
に
は
載

っ
て
い
る
。

書
礼
到
来
則
令
披
見
候
。
今
度
籠
城
ノ
始
至
干
今
、
毎
度
ノ
合
戦
為

一
ト
シ
テ
無
不
当
利
、
雖
失
勝
利
、
更
不
可
謂
怯
。
雖
然
運

命
難
遁
。
来
十
七
日
申
ノ
剋
長
治
、
友
之
、
吉
親
被
致
自
害
、
残
士
卒
雑
人
已
下
被
助
申
度
之
由
、
誠
大
将
愛
士
之
道
、
前
代
未

聞
可
謂
良
将
。
感
其
心
底
、
落
涙
不
留
。
右
三
人
於
生
害
、
軍
卒
赦
免
之
事
少
モ
相
違
有
間
敷
候
。
猶
従
浅
野
弥
兵
衛
方
、
委
細

可
申
達
候
。
謹
言
。

羽
柴
筑
前
守
秀
吉

正
月
十
五
日

別
所
小
三
郎
殿御
報

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
『別
所
記
』
系
統
の
諸
本
に
は
多
少
の
相
違
は
あ

っ
て
も
、
こ
の
文
書
が
載

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
秀
吉
側
の

『播
州
御
征
伐
之
事
』
も

『信
長
公
記
』
も
、
秀
吉
が
別
所
の
降
伏
状
に
感
嘆
し
、
「諸
士
を
相
助
く
べ
き
の
返
答
あ
り
て
、
酒
樽
二
三

荷
城
中

へ
送
り
入
れ
ら
れ
」
亀
信
長
公
記
し

た
と
記
す
だ
け
で
、
こ
の
文
書
は
出
て
こ
な
い
。
他
に
こ
の
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
は
、
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
、
内
閣
文
庫
蔵

『別
所
記
事
』
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
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尊
墨
拝
覧
畢
ヌ
。
三
歳
以
来
諸
士
之
働
、
感
歎
銘
謄
二
、
誠
二
忠
臣
難
シ
勝
計
。
殊
軍
兵
苦
悩
感
涙
浸
袖
ヲ
。
早
可
被
捨
逆
支
ヲ
、

何
ゾ
偽
刻
群
士
之
頸
ヲ
哉
。
士
卒
相
扶
ル
コ
ト
不
可
有
違
心
。
城
州
雅
丈
被
遂
切
腹
ヲ
、
城
内
不
被
立
狼
姻
ヲ
、
敬
而
三
将
於
ハ
御

自
害
二
者
、
可
任
遺
戒
旨
二
随
而
青
測
十
荷
肴
二
種
令

ンヽ
メ
進
献
候
。
此
旨
所
仰
披
露
ヲ
候
。
恐
慢
謹
言
。

正
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
柴
筑
前
守
秀
吉

三
宅
肥
前
守
殿

林
右
京
太
夫
殿

の
よ
う
な
文
書
に
な

っ
て
お
り
、
『別
所
記
』
の
と
は
文
章
上
の
共
通
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
秀
吉
発
給
の
文
書
は
真
筆
と
否
と
を
合

わ
せ
る
と
数
千
通
か
ら

一
万
通
に
も
及
ぶ
と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
別
所
宛
の
手
紙
の
存
在
確
認
は
で
き
て
い
な
い
が
、
『別
所
記
』

二
別
所
記
事
』
は
、
と
も
に
別
所
の
側
か
ら
後
に
な

っ
て
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
り
、
両
書
に
出
る
異
種
の
秀
吉
文
書
は
、
内
容
的
に

は
士
卒
を
助
け
る
た
め
切
腹
す
る
別
所
賛
美
が
そ
の
中
心
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
秀
吉
発
給
文
書
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
別
所
側
に

立

つ
作
者

（改
編
者
）
に
よ
る
創
作
の
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。

五

兵
法
侮
辱
記
事
と
秀
吉
返
書
の
二
点
か
ら

『別
所
記
』
の
虚
構
の
可
能
性
を
探

っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に

『別
所

記
』
は
作
者
来
野
弥

一
右
衛
門
の
体
験
を
超
え
た
世
界
を
描
い
て
い
る
。
本
来
的
に
虚
構
が
入
ら
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
作
品
で
あ

る
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
体
験
を
超
え
た
部
分
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
作
品
が
戦
国
軍
記
の
中
で
も
面
白
い
軍
記

に
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
弥

一
右
衛
門
は

「奥
書
」
に
、
ア
回
戦
ノ
次
第
、
討
死
、
武
勇
ノ
跡
モ
、
後
世

ニ
ハ
名
ヲ
ダ
ニ
知

人
ア
ル
マ
ジ
キ
ヲ
歎
カ
シ
ク
テ
、
如
此
綴
留
ル
者
也
。
心
ア
ラ
ン
人

ハ
此
日
記
ヲ
シ
ル
ベ
ニ
文
章

ニ
モ
載
置
給

へ
」
と
書
い
た
が
、
彼
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(7)(6)(5)(4)(3) (2) の
願
い
は
叶
え
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
『別
所
記
』
自
身
は
開
板
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
こ
の

「
日
記
」
を
も

と
に
多
く
の
異
本
が
作
ら
れ
、
ま
た

『陰
徳
太
平
記
』
を
始
め
と
す
る
い
く

つ
も
の
軍
記
的
通
史
に
そ
っ
く
り
取
り
入
れ
ら
れ
刊
行
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
現
在
残

っ
て
い
る
異
本

・
掲
載
刊
本
の
数
の
多
さ
か
ら
い
っ
て
、
後
世
に
お
い
て
は
勝
者
秀
吉
の

『播
州
御
征
伐
之

事
』
よ
り
も
広
く
読
ま
れ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
木
合
戦
と

い
え
ば

『別
所
記
』
の
描
い
た
世
界
で
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

注
『別
所
記
―
―
研
究
と
資
料
―
―
』
（山
上
登
志
美
氏
と
共
著
、
和
泉
書
院
刊
、
平
８
）
に
現
存
諸
本
の
調
査
と
代
表
的
異
本
の
翻
刻
を
載
せ
た
。

な
お
、
「押
部
新
兵
衛
聞
伝
之
趣
』
の
引
用
は
同
書
所
収
の
翻
刻
に
よ
っ
た
。

山
上
登
志
美
氏

「
『播
州
御
征
伐
之
事
』
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
―

『赤
松
末
葉
記
』
、
ヨ
一木
記
』、
『別
所
記
』
の
成
立
の
様
相
―
―
」
（甲
南
女

子
大
学
大
学
院

「論
叢
」

一
八
号
、
平
８

ｏ
３
）
及
び
同
氏

「三
木
合
戦
関
係
軍
記
の
展
望
」
亀
別
所
記
―
―
研
究
と
資
料
―
―
』
所
収
）。

読
み
下
し
文
の
引
用
は
桑
田
忠
親
氏

『太
閤
史
料
集
」
（人
物
往
来
社
刊
、
昭
４０
）
所
収
の
本
文
に
よ
る
。

吉
田
蒼
生
雄
氏

『武
功
夜
話
』
（新
人
物
往
来
社
刊
、
昭
６２
）
に
よ
る
。
以
下
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

別
所
の
謀
叛
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
『武
功
夜
話
」
に
見
る

「別
所
謀
叛
Ｌ

（『別
所
記
―
―
研
究
と
資
料
―
―
』
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
同
の
拙
稿
。

桑
田
忠
親
氏

『太
閤
秀
吉
の
手
紙
」
「
桑
田
忠
親
著
作
集
』
５
所
収
、
秋
田
書
院
刊
、
昭
弘
）
及
び
染
谷
光
廣
氏

『秀
吉
の
手
紙
を
読
む
』
（日

本
放
送
出
版
協
会
刊
、
平
８
）。
な
お
、
桑
田
氏

『太
閤
書
信
」
（地
人
書
館
刊
、
昭
１８
）
に
も
こ
の
秀
吉
の
返
書
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。


